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中期経営計画「GD100」PhaseⅢスタート
PhaseⅢの成長戦略「強くしなやかな成長」をテーマに3年間合計で

売上高1兆8,000億円を目指す

当社は2012年1月から中期経営計画「グランドデザイン100（GD100）」の
Phase Ⅲ（フェーズ・スリー）をスタートしました。その成長戦略をご紹介します。

創業100周年にあたる2017年度に

長期財務目標（2017年度）

基本方針

GD100「ビジョン」と「基本方針」

「GD100」は2006年度からスタートした中期経営計画です。
創業100周年にあたる2017年度に売上高1兆円、営業利益1,000
億円、営業利益率10%の財務目標を掲げています。3年毎に4つの
フェーズに区切り、各フェーズでテーマや目標の見直しを行い、
すでにPhase Ⅰが2008年度、Phase Ⅱが2011年度に終了して
います。

売上高（億円）

営業利益（億円）

営業利益率(％）

ROA（営業利益）※1

有利子負債残高

総資産回転率

D/Eレシオ※2

9％以上

2,200億円以下

1回以上

1倍以下

Phase III

5,750

400

7.0

4,651

263

5.7

Phase Ⅲ定量目標の年度別内訳

Phase Ⅲの位置づけ

財務指標の目標（2014年度）

※2011年度は2011年4月～12月の9カ月決算 ※1：総資産利益率（営業利益ベース） ※2：有利子負債／純資産
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売上高

強くしなやかな成長

営業利益

強固な事業基盤で原資を創出し、タイヤを中心に大型増産投資を積極化

強固な事業基盤で投資の原資を創出し、タイヤを中心に大型増産投資を積極化

　Phase Ⅲでは、これまでに強化
されてきた事業基盤を源泉に投資の
原資を生み出し、タイヤを中心に積極
的な大型増産投資を実施します。原資
を生み出すため、供給能力の拡充に
よって成長国の需要伸長を遅れなく
捕捉すると共に、コスト競争力とブラ
ンド力のアップで営業利益率10%を
目指します。この基本的考え方を踏ま
え、タイヤ、MB、技術、経営基盤、CSR
について具体的な戦略、取り組みを
計画しています。

グローバル市場における独自の存在感を確立

　需要の縮小が続く日本では技術力と商品開発力を高めて

競争力をアップします。新興国を中心に需要拡大が見込

まれる海外では供給能力の拡充と利益を伴った成長を

目指します。この実現に向け、消費財（乗用車用タイヤなど）

では燃費ナンバーワンタイヤや高機能タイヤを投入。

生産財（トラック・バス用タイヤなど）では独自技術に

より差別化を図った商品と一貫したサポート体制の構築

に取り組みます。また、効率的な生産・販売体制を強化

するため、地産地消を目指した地域事業体制の確立、

グローバルなサプライチェーン・マネジメントの改善、

現地開発体制の強化を図ります。

大規模なタイヤ生産能力の増強

　Phase Ⅲの3年間でタイヤ生産能力をロシア、中国、

フィリピン、タイを中心に年間約700万本増強します。

これにより、年間生産能力を2011年度末の約5,900万

本から2014年度には約6,600万本まで高めます。また、

Phase Ⅳでの成長に向けて、Phase Ⅲの期間に総額

1,400億円の新規増産投資を実施し、年間約2,000万本

の生産能力拡充を行います。これにより、2017年度まで

に約8,600万本まで拡大する計画です。

Phase Ⅲの基本的な考え方

タイヤの成長戦略

2011年度 2014年度 2017年度

Phase Ⅱ

単位：万本

Phase Ⅲ Phase Ⅳ

38% 45%

約 8,600
58% 海外生産

能力比率

新設工場（候補）

既存工場拡張（候補）

増産と新規増産投資によるタイヤ生産能力の拡大

•良いモノを、安く、タイムリーに
•トップレベルの環境貢献企業になります
•高い倫理観を持ち、顧客最優先の企業風土を作り上げます

売上高 営業利益 営業利益率
1兆円 1,000億円 10％

企業価値・市場地位において、独自の存在感を持つグローバル
カンパニーを目指します

Phase Ⅰ 実績
（2006/4－2009/3）

Phase Ⅱ 実績
（2009/4－2011/12）

Phase Ⅲ 目標
（2012/1－2014/12）

売上高

営業利益

営業利益率

1兆5,660億円

670億円

4.3％

1兆4,512億円

772億円

5.3％

1兆8,000億円

1,500億円

8.3％

Phase Ⅰ～Ⅱの実績とPhase Ⅲの定量目標

売上高

営業利益

営業利益率

売上高

営業利益

営業利益率

Phase Ⅲ
合計

2012年度2011年度※ 201３年度 2014年度

5,950
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18,000
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8.3

供給能力拡充で成長国の需要伸張を
遅れなく捕捉

コスト競争力、ブランド力アップで
営業利益率10％を目指す

タイヤ成長戦略

技術戦略 基盤強化 CSRへの取り組み

MB成長戦略

3年間で
約700万本増産

Phase Ⅲの期間内に1,400億円を投じ
約2,000万本の生産能力拡充

約 5,900
約 6,600

中国第3工場、インド新工場、北米新工場、中南米新工場

フィリピン工場、タイ工場、ベトナム工場、ロシア工場

事業環境の変化により売上高1兆円到達は2019～2020年度となる
見込みです。しかし営業利益1,000億円は目標通り、営業利益率10％
は前倒しで達成する計画です。



6 7

中期経営計画「GD100」PhaseⅢスタート
PhaseⅢの成長戦略「強くしなやかな成長」をテーマに3年間合計で

売上高1兆8,000億円を目指す

当社は2012年1月から中期経営計画「グランドデザイン100（GD100）」の
Phase Ⅲ（フェーズ・スリー）をスタートしました。その成長戦略をご紹介します。

創業100周年にあたる2017年度に

長期財務目標（2017年度）

基本方針

GD100「ビジョン」と「基本方針」

「GD100」は2006年度からスタートした中期経営計画です。
創業100周年にあたる2017年度に売上高1兆円、営業利益1,000
億円、営業利益率10%の財務目標を掲げています。3年毎に4つの
フェーズに区切り、各フェーズでテーマや目標の見直しを行い、
すでにPhase Ⅰが2008年度、Phase Ⅱが2011年度に終了して
います。

売上高（億円）

営業利益（億円）

営業利益率(％）

ROA（営業利益）※1

有利子負債残高

総資産回転率

D/Eレシオ※2

9％以上

2,200億円以下

1回以上

1倍以下

Phase III

5,750

400

7.0

4,651

263

5.7

Phase Ⅲ定量目標の年度別内訳

Phase Ⅲの位置づけ

財務指標の目標（2014年度）

※2011年度は2011年4月～12月の9カ月決算 ※1：総資産利益率（営業利益ベース） ※2：有利子負債／純資産

PhaseⅠGD10
成長へシフ

ト

Phas
eⅡ

Pha
seⅢ

Pha
seⅣ

4,004
4,519

5,173
5,578

6,300

8,500

10,000

1,000

600

268
128

219232

2002 2005 2008 2011 2014 2017 2019–
2020年度

単位：億円

売上高

強くしなやかな成長

営業利益

強固な事業基盤で原資を創出し、タイヤを中心に大型増産投資を積極化

強固な事業基盤で投資の原資を創出し、タイヤを中心に大型増産投資を積極化

　Phase Ⅲでは、これまでに強化
されてきた事業基盤を源泉に投資の
原資を生み出し、タイヤを中心に積極
的な大型増産投資を実施します。原資
を生み出すため、供給能力の拡充に
よって成長国の需要伸長を遅れなく
捕捉すると共に、コスト競争力とブラ
ンド力のアップで営業利益率10%を
目指します。この基本的考え方を踏ま
え、タイヤ、MB、技術、経営基盤、CSR
について具体的な戦略、取り組みを
計画しています。

グローバル市場における独自の存在感を確立

　需要の縮小が続く日本では技術力と商品開発力を高めて

競争力をアップします。新興国を中心に需要拡大が見込

まれる海外では供給能力の拡充と利益を伴った成長を

目指します。この実現に向け、消費財（乗用車用タイヤなど）

では燃費ナンバーワンタイヤや高機能タイヤを投入。

生産財（トラック・バス用タイヤなど）では独自技術に

より差別化を図った商品と一貫したサポート体制の構築

に取り組みます。また、効率的な生産・販売体制を強化

するため、地産地消を目指した地域事業体制の確立、

グローバルなサプライチェーン・マネジメントの改善、

現地開発体制の強化を図ります。

大規模なタイヤ生産能力の増強

　Phase Ⅲの3年間でタイヤ生産能力をロシア、中国、

フィリピン、タイを中心に年間約700万本増強します。

これにより、年間生産能力を2011年度末の約5,900万

本から2014年度には約6,600万本まで高めます。また、

Phase Ⅳでの成長に向けて、Phase Ⅲの期間に総額

1,400億円の新規増産投資を実施し、年間約2,000万本

の生産能力拡充を行います。これにより、2017年度まで

に約8,600万本まで拡大する計画です。

Phase Ⅲの基本的な考え方

タイヤの成長戦略

2011年度 2014年度 2017年度

Phase Ⅱ

単位：万本

Phase Ⅲ Phase Ⅳ

38% 45%

約 8,600
58% 海外生産

能力比率

新設工場（候補）

既存工場拡張（候補）

増産と新規増産投資によるタイヤ生産能力の拡大

•良いモノを、安く、タイムリーに
•トップレベルの環境貢献企業になります
•高い倫理観を持ち、顧客最優先の企業風土を作り上げます

売上高 営業利益 営業利益率
1兆円 1,000億円 10％

企業価値・市場地位において、独自の存在感を持つグローバル
カンパニーを目指します

Phase Ⅰ 実績
（2006/4－2009/3）

Phase Ⅱ 実績
（2009/4－2011/12）

Phase Ⅲ 目標
（2012/1－2014/12）

売上高

営業利益

営業利益率

1兆5,660億円

670億円

4.3％

1兆4,512億円

772億円

5.3％

1兆8,000億円

1,500億円

8.3％

Phase Ⅰ～Ⅱの実績とPhase Ⅲの定量目標

売上高

営業利益

営業利益率

売上高

営業利益

営業利益率

Phase Ⅲ
合計

2012年度2011年度※ 201３年度 2014年度

5,950

500

8.4

6,300

600

9.5

18,000

1,500

8.3

供給能力拡充で成長国の需要伸張を
遅れなく捕捉

コスト競争力、ブランド力アップで
営業利益率10％を目指す

タイヤ成長戦略

技術戦略 基盤強化 CSRへの取り組み

MB成長戦略

3年間で
約700万本増産

Phase Ⅲの期間内に1,400億円を投じ
約2,000万本の生産能力拡充

約 5,900
約 6,600

中国第3工場、インド新工場、北米新工場、中南米新工場

フィリピン工場、タイ工場、ベトナム工場、ロシア工場

事業環境の変化により売上高1兆円到達は2019～2020年度となる
見込みです。しかし営業利益1,000億円は目標通り、営業利益率10％
は前倒しで達成する計画です。



98

地球・人・社会にやさしい技術を追求

　「環境性能のさらなる向上+人、社会にやさしい」を追及

するグローバル・コンセプト「BluEarth」を基に車外通過

騒音、ロードノイズなど騒音の低減や空気抵抗の低減を

図る技術の強化に加え、タイヤの空気漏れを抑制しユー

ザーのメンテナンスストレスを軽減する新素材インナー

ライナー「AIRTEX Advanced liner」の採用拡大を進め

ます。また、当社はタイに自社系列の天然ゴム加工工場

を保有しており、同国のソンクラ大学と共同で環境や地域

社会に貢献できる天然ゴムの開発に取り組みます。

高機能タイヤ技術を極める

　高機能タイヤ技術の開発では、世界最高性能の大型

放射光施設である「SPring-8（スプリング・エイト）」など

外部の先端的な研究機関との提携や世界最速のスーパー

コンピューター「京（けい）」を使った研究開発を強化し、

ドライビングプレジャーと安全性能を両立したタイヤ

開発を推進します。

「良いモノを、安く、タイムリーに」を強化

　基本方針である「良いモノを、安く、タイムリーに」をさら

に徹底するため、商品の企画開発力強化と徹底した原価

低減に取り組み、お客様にとって価値ある商品の提供を

目指します。同時に、こうした商品を持続的かつタイム

リーに提供していくため「基礎技術」「商品化技術」「量産化

技術」の強化に努めます。これらの技術力強化の一環とし

て、2012年1月、中国に原材料の試験・評価拠点を設立し、

海外での原材料採用のリードタイム短縮を進めています。

高付加価値商品のグローバル展開

　世界共通ブランドとして「YOKOHAMA」の認知度を高め

ます。消費財ではフラッグシップブランド「ADVAN」、

低燃費タイヤブランド「BluEarth」、ウィンタータイヤ

ブランド「iceGUARD」、SUV用タイヤブランド

「GEOLANDAR」など高性能タイヤの世界展開を加速し

ます。また、これまで同様、世界的に有名なプレミアム

カーへの新車装着活動に取り組みます。生産財は資源国

を中心に需要が旺盛な建設車両用大型タイヤ、特に49

インチ超のラジアルタイヤの発売と増産を進めます。

トラック・バス用タイヤでは超扁平タイヤなど高機能

商品の拡大とリトレッドタイヤの展開を強化します。

3つのコア技術から新たなナンバーワン商品を
目指す

　MB事業では「運ぶ（搬送）」「くっつける（接着）」「やわら

げる（緩衝）」という3つのコア技術を有しており、世界

N0.1シェアの防舷材をはじめ、高圧ホース、建築用シー

リング材など高い優位性を誇る商品を多数保持してい

ます。今後もこの3つのコア技術において既存商品の枠に

とらわれない新たな商品を生み出し、数多くのナンバー

ワン商品を作り出していく計画です。また、国内工場の

構造改革と海外生産拠点の拡充を引き続き進めます。

新規ビジネスチャンスの創出・拡大

　高度な通信・測定技術を応用・融合した独自の技術や

商品によって、新たなビジネスチャンスを創出します。

具体的には操船支援システムやマリンホース・防舷材な

どの海洋商品の高付加価値化やスポーツ事業での新たな

展開を図ります。

MB成長戦略

技術戦略

基盤強化

　2006年度から取り組んできた「ムダ取り活動」は、6年間

で合計515億円のコスト削減を達成しました。Phase Ⅲ

では「ムダ取り活動」に加え、トップダウンの「重要課題特別

プロジェクト」を立ち上げ、さらなるムダ取りを進めます。

CSRへの取り組み

　当社はCSR経営ビジョンとして「社会からゆるぎない

信頼を得ている地球貢献企業になる」を掲げており、SR

（組織の社会的責任）の国際規格であるISO26000を

基に定めた7つの重点課題に沿ってCSR経営を推進し

ます。新たな取り組みでは「環境経営の推進」において

生物多様性保全への取り組みを本格的に開始。また、

「ステークホルダーコミュニケーション」では、

「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトの一環として東日本

大震災の津波被災地での「いのちを守る森の防潮堤プロ

ジェクト」の実施を検討しているほか、従業員ボランティア

による被災地復興の支援活動を継続的に行っています。

フラッグシップブランド

ヨコハマブランドを核に高付加価値商品をグローバル展開

固体 流体（液体・気体）

コンベヤベルト ウォータータンク高圧ホース 建築用
シーリング材

自動車窓枠用
シーリング材

ハードコート材 ゴム支承 車椅子用エアー
セルクッション

防舷材

運ぶ
（搬送）

くっつける
（接着）

やわらげる
（緩衝）

横浜ゴムの3つのコア技術

低燃費、耐摩耗、ウェットグリップを同時
に高める「ナノブレンドゴム」の分子構造
イメージ

タイヤの空気抵抗低減を図るコンピューター・
シミュレーション技術

低燃費タイヤブランド

SUV用タイヤブランドウィンタータイヤブランド
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　高機能タイヤ技術の開発では、世界最高性能の大型

放射光施設である「SPring-8（スプリング・エイト）」など

外部の先端的な研究機関との提携や世界最速のスーパー

コンピューター「京（けい）」を使った研究開発を強化し、

ドライビングプレジャーと安全性能を両立したタイヤ

開発を推進します。

「良いモノを、安く、タイムリーに」を強化

　基本方針である「良いモノを、安く、タイムリーに」をさら

に徹底するため、商品の企画開発力強化と徹底した原価

低減に取り組み、お客様にとって価値ある商品の提供を

目指します。同時に、こうした商品を持続的かつタイム

リーに提供していくため「基礎技術」「商品化技術」「量産化

技術」の強化に努めます。これらの技術力強化の一環とし

て、2012年1月、中国に原材料の試験・評価拠点を設立し、

海外での原材料採用のリードタイム短縮を進めています。

高付加価値商品のグローバル展開

　世界共通ブランドとして「YOKOHAMA」の認知度を高め

ます。消費財ではフラッグシップブランド「ADVAN」、

低燃費タイヤブランド「BluEarth」、ウィンタータイヤ

ブランド「iceGUARD」、SUV用タイヤブランド

「GEOLANDAR」など高性能タイヤの世界展開を加速し

ます。また、これまで同様、世界的に有名なプレミアム

カーへの新車装着活動に取り組みます。生産財は資源国

を中心に需要が旺盛な建設車両用大型タイヤ、特に49

インチ超のラジアルタイヤの発売と増産を進めます。

トラック・バス用タイヤでは超扁平タイヤなど高機能

商品の拡大とリトレッドタイヤの展開を強化します。

3つのコア技術から新たなナンバーワン商品を
目指す

　MB事業では「運ぶ（搬送）」「くっつける（接着）」「やわら

げる（緩衝）」という3つのコア技術を有しており、世界

N0.1シェアの防舷材をはじめ、高圧ホース、建築用シー

リング材など高い優位性を誇る商品を多数保持してい

ます。今後もこの3つのコア技術において既存商品の枠に

とらわれない新たな商品を生み出し、数多くのナンバー

ワン商品を作り出していく計画です。また、国内工場の

構造改革と海外生産拠点の拡充を引き続き進めます。

新規ビジネスチャンスの創出・拡大

　高度な通信・測定技術を応用・融合した独自の技術や

商品によって、新たなビジネスチャンスを創出します。

具体的には操船支援システムやマリンホース・防舷材な

どの海洋商品の高付加価値化やスポーツ事業での新たな

展開を図ります。

MB成長戦略

技術戦略

基盤強化

　2006年度から取り組んできた「ムダ取り活動」は、6年間

で合計515億円のコスト削減を達成しました。Phase Ⅲ

では「ムダ取り活動」に加え、トップダウンの「重要課題特別

プロジェクト」を立ち上げ、さらなるムダ取りを進めます。

CSRへの取り組み

　当社はCSR経営ビジョンとして「社会からゆるぎない

信頼を得ている地球貢献企業になる」を掲げており、SR

（組織の社会的責任）の国際規格であるISO26000を

基に定めた7つの重点課題に沿ってCSR経営を推進し

ます。新たな取り組みでは「環境経営の推進」において

生物多様性保全への取り組みを本格的に開始。また、

「ステークホルダーコミュニケーション」では、

「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトの一環として東日本

大震災の津波被災地での「いのちを守る森の防潮堤プロ

ジェクト」の実施を検討しているほか、従業員ボランティア

による被災地復興の支援活動を継続的に行っています。

フラッグシップブランド

ヨコハマブランドを核に高付加価値商品をグローバル展開

固体 流体（液体・気体）

コンベヤベルト ウォータータンク高圧ホース 建築用
シーリング材

自動車窓枠用
シーリング材

ハードコート材 ゴム支承 車椅子用エアー
セルクッション

防舷材

運ぶ
（搬送）

くっつける
（接着）

やわらげる
（緩衝）

横浜ゴムの3つのコア技術

低燃費、耐摩耗、ウェットグリップを同時
に高める「ナノブレンドゴム」の分子構造
イメージ

タイヤの空気抵抗低減を図るコンピューター・
シミュレーション技術

低燃費タイヤブランド

SUV用タイヤブランドウィンタータイヤブランド
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雨の日の安心感を主眼にウェット制動性を20％向上

　当社は1998年に燃費性能の向上に着目したタイヤ

ブランド「DNA」を販売し、その後も継続的に新商品を

発売してきました。以来14年、低燃費タイヤが広く市場

に認知された中、「BluEarth-A」は低燃費タイヤのさら

なるステージアップを目指し、“走りのYOKOHAMA”なら

ではのドライビングプレジャーを追求しました。そのため、

高い運動性能の実現をテーマに掲げ、特にドライバーが

不安を感じるウェット路面での性能向上を図りました。

　基幹コンパウンド技術の「ナノブレンドゴム」を基に

低燃費性能とウェット性能を効果的に高める2種類の

シリカを採用し、さらにグリップ力の核となる「オレンジ BluEarth-A

ナノブレンドゴムの分子構造イメージ

低燃費

ウェット操縦安定性

ドライ操縦安定性

ドライ制動性

ウェット制動性パターンノイズ

車外通過騒音

質量

DNA Earth-1
BluEarth-A

低燃費タイヤに力強い走りを。

「BluEarth-A」誕生

「環境性能のさらなる向上+人、社会にやさしい」をテーマとした横浜ゴムのグローバル
コンセプト「BluEarth」。そのコンセプトから生まれた乗用車用低燃費タイヤブランド
「BluEarth」の新商品として、低燃費性能と運動性能を高レベルで両立した「BluEarth-A」
を2012年2月に日本で発売しました。

オイル」を増量して配合。また、高剛性かつ排水性を重視

した専用トレッドパターンを採用しました。これにより、

従来品「DNA Earth-1」に比べ、ウェット制動性を20％、

ウェット操縦安定性を11％向上しています。さらに

ドライ操縦安定性は7％向上、ドライ制動性は2％向上

しています。

マルチパフォーマンスを実現した「BluEarth」の中核商品

　「BluEarth-A」は低燃費性能と高い運動性能に加え、

静粛性や快適性、乗心地、ロングライフなど多くの

ユーザーが求めるタイヤの基本性能を高次元でバランス

したマルチパフォーマンスタイヤです。また、周辺の生活

環境に配慮し車外通過騒音を低減しました。こうした

トータル性能を実現するため、最先端の「BluEarth」テク

ノロジーを結集し、トレッドパターン、プロファイル、

コンストラクションなどを全面的に専用開発しました。

　「BluEarth-A」は「BluEarth」ブランドを牽引していく

中核商品として、中・大型セダンを中心にコンパクトカー

やハイブリッドカーまで幅広い車種をターゲットとして

います。現在、38サイズをラインアップしていますが、

今後さらにサイズ拡大を進める考えです。

「BluEarth」を世界の低燃費タイヤへ

　日本では2010年から低燃費性能や安全性能をユー

ザーに分かりやすく伝えるタイヤのラベリング制度が

スタートしました。海外では2012年に欧州、韓国で同様

の制度が開始されるほか、アメリカなどでも導入が検討

されています。このように低燃費タイヤへの関心が

世界的に高まる中、当社は「BluEarth」を世界に誇る

低燃費タイヤに育てていきます。

　すでに欧州では、2011年から日本のラベリング制度

で最高グレードの低燃費性能を獲得したフラッグシップ

タイヤ「BluEarth-1」を、2012年からスタンダードタイヤ

「BluEarth AE-01」を販売しています。欧州に続いて、

中国で「BluEarth-1」を発売しており、2012年に

「BluEarth AE-01」を投入します。また、その他のアジア、

北米でも「BluEarth-1」を発売する予定です。今後は

「BluEarth-A」の海外投入も視野に「BluEarth」ブランド

のグローバル展開をさらに加速化していきます。
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低燃費性能とウェット性能を効果的に高める2種類の

シリカを採用し、さらにグリップ力の核となる「オレンジ BluEarth-A
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低燃費タイヤに力強い走りを。

「BluEarth-A」誕生

「環境性能のさらなる向上+人、社会にやさしい」をテーマとした横浜ゴムのグローバル
コンセプト「BluEarth」。そのコンセプトから生まれた乗用車用低燃費タイヤブランド
「BluEarth」の新商品として、低燃費性能と運動性能を高レベルで両立した「BluEarth-A」
を2012年2月に日本で発売しました。

オイル」を増量して配合。また、高剛性かつ排水性を重視

した専用トレッドパターンを採用しました。これにより、

従来品「DNA Earth-1」に比べ、ウェット制動性を20％、

ウェット操縦安定性を11％向上しています。さらに

ドライ操縦安定性は7％向上、ドライ制動性は2％向上
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マルチパフォーマンスを実現した「BluEarth」の中核商品

　「BluEarth-A」は低燃費性能と高い運動性能に加え、

静粛性や快適性、乗心地、ロングライフなど多くの

ユーザーが求めるタイヤの基本性能を高次元でバランス

したマルチパフォーマンスタイヤです。また、周辺の生活

環境に配慮し車外通過騒音を低減しました。こうした

トータル性能を実現するため、最先端の「BluEarth」テク

ノロジーを結集し、トレッドパターン、プロファイル、

コンストラクションなどを全面的に専用開発しました。

　「BluEarth-A」は「BluEarth」ブランドを牽引していく

中核商品として、中・大型セダンを中心にコンパクトカー

やハイブリッドカーまで幅広い車種をターゲットとして
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ザーに分かりやすく伝えるタイヤのラベリング制度が

スタートしました。海外では2012年に欧州、韓国で同様

の制度が開始されるほか、アメリカなどでも導入が検討

されています。このように低燃費タイヤへの関心が

世界的に高まる中、当社は「BluEarth」を世界に誇る

低燃費タイヤに育てていきます。

　すでに欧州では、2011年から日本のラベリング制度

で最高グレードの低燃費性能を獲得したフラッグシップ

タイヤ「BluEarth-1」を、2012年からスタンダードタイヤ

「BluEarth AE-01」を販売しています。欧州に続いて、

中国で「BluEarth-1」を発売しており、2012年に

「BluEarth AE-01」を投入します。また、その他のアジア、

北米でも「BluEarth-1」を発売する予定です。今後は

「BluEarth-A」の海外投入も視野に「BluEarth」ブランド

のグローバル展開をさらに加速化していきます。




